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眠れぬ夜の
摩詞不思議な物語

漫画家 さん市子(本名:因子由紀子)
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高山植物室では、可憐な花々が楽しめる

世界の植物と出会える総合的植物園が誕生
-富山県申央植物園-

室崎友絵さんレポーター:洗足学園魚津短期大学
(表紙の人)

「
小
学
生
の
頃
か
ら
、
四
コ
マ
漫
画

を
描
い
て
い
た
ん
で
す
よ
。
」
と
、
氷

見
市
出
身
で
東
京
在
住
の
漫
画
家
、
今

市
子
さ
ん
。

高
校
時
代
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
漫

画
を
描
き
始
め
た
と
い
う
今
さ
ん
が
、

東
京
の
大
学
に
進
ん
で
か
ら
入
部
し
た

の
は
も
ち
ろ
ん
漫
画
研
究
会
。
「
在
学

中
に
、
大
学
の
先
輩
に
あ
た
る
売
れ
つ

子
漫
画
家
、
森
川
久
美
さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
。
生
活
す

る
に
は
十
分
な
給
料
が
も
ら
え
た
の
で
、
卒
業
後
も
し
ば
ら
く
続
け
て
い

た
ん
で
す
よ
そ
ん
な
今
さ
ん
の
も
と
に
、
つ
い
に
デ
ビ
ュ
ー
の
話
が
舞

い
込
み
ま
す
。
「
自
分
自
身
の
作
品
を
描
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
は
た
し
て
フ
ロ
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か

不
安
で
し
た
ね
。」

今
さ
ん
の
初
仕
事
は
、
少
女
向
け
ホ
ラ
!
雑
誌
『
ネ
ム
キ
」
へ
の
読
み

切
り
も
の
の
連
載
。
こ
の
種
の
も
の
を
描
く
の
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
当
初
の
読
者
の
反
応
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
通
り
P

い
ま
い
ち
d

で
し

た
。
「
な
か
な
か
い
い
反
応
が
得
ら
れ
な
く
て
苦
労
し
て
い
た
あ
る
日
、

一
つ
の
作
品
が
編
集
担
当
者
の
目
に
止
ま
り
、
こ
れ
を
連
載
も
の
に
し
て

み
て
は
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。
連
載
を
始
め
て
み
る
と
な
か
な

か
好
評
で
、
昨
年
十

一
月
に
念
願
の
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
ん
で

す
。」霊
感
が
強
い
主
人
公
の
若
い
男
性
と
、
人
間
社
会
で
様
々
な
事
件
を
起

こ
す
妖
怪
た
ち
と
の
交
わ
り
を
不
思
議
な
タ
ッ
チ
で
描
い
た
こ
の
作
品
に

は
、
ホ
ラ
ー
で
あ
り
な
が
ら
ど
こ
と
な
く
コ
ミ
カ
ル
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま

す
。
「

一
般
的
な
恐
ろ
し
い
妖
怪
で
は
な
く
、
も
っ
と
身
近
で
親
し
み
の

あ
る
妖
怪
を
描
き
た
か

っ
た
ん
で
す
。
読
者
か
ら
、

漫
画
に
登
場
す
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
可
愛
い
、
と
い
う
手
紙
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

よ
。」
小
さ
い
頃
、
寝
る
前
に
祖
母
か
ら
小
泉
八
雲
の
怪
談
の
お
話
を
し

て
も
ら
う
の
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
今
さ
ん
。
案
外
、
そ
の
頃
の
感
覚

が
、
今
の
作
風
に
表
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
器
用
な
方
で
は
な
い
の
で
、
い
つ
も
締
切
り
と
の
戦
い
で
す
。
忙
し

い
時
に
は
、
母
が
わ
ざ
わ
ざ
富
山
か
ら
食
事
を
つ
く
り
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
る
ん
で
す
よ
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
ね
。
」
と
笑
う
今
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
、
摩
詞
不
思
議
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
コ
ミ
カ
ル
な
P

今
ワ
ー
ル
ド
d

を
繰

り
広
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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珍しい野生種を中心としたラン温室

今
回
、
私
が
訪
れ

た
の
は
、
日
本
海
側

初
の
総
合
的
植
物
園

と
し
て
全
面
オ
ー
プ

ン
し
た
富
山
県
中
央

植
物
園
で
す
。

さ
っ
そ
く
植
物
園

の
石
黒
さ
ん
に
圏
内

を
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
展
示
室
は

熱
南
果
樹
室
、
熱
帯

雨
林
植
物
室
、
ラ
ン
温
室
、
そ
し
て
高
山
植
物
室
の
四
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
白
熱
帯
の
各
温
室
に
は
バ
ナ
ナ
や
パ
パ
イ
ア
芯
ど
の
果
樹
や
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
ノ
キ
、
ゴ
ム
ノ
キ
な
ど
の
珍
し
い
木
が
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
ま
る

で
南
の
国
に
来
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ン
温
室
で
は
、

野
生
種
を
中
心
に
多
様
な
ラ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
も
私
の

興
昧
を
引
い
た
の
は
、
あ
た
か
も
高
山
の
一
角
を
再
現
し
た
か
の
よ
う
な

高
山
植
物
室
。
と
こ
で
は
、
チ
ン
グ
ル
マ
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
の
高
山

植
物
が
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
「
地
中
に
水
道
管
を
通
し
て

土
の
温
度
を
低
く
保
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
石
黒
さ
ん
。

屋
外
は
、
日
本
の
代
表
的
な
森
林
や
日
本
海
側
特
有
の
植
物
、
世
界
の

野
生
種
芯
ど
を
植
栽
す
る
広
大
な
展
示
園
に
芯
っ
て
い
ま
す
。
植
物
に
つ

い
て
学
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
池
や
せ
せ
ら
ぎ
に
彩
う

れ
た
景
観
は
、
訪
れ
る
人
に
憩
い
と
安
う
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
国
雲
南
省
の
「
石

林
の
石
」
を
用
い
た
庭
園
に
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。将
来
的
に
は
、
屋
内
外
あ
わ
せ
て
五
千
種
も
の
植
物

が
展
示
さ
れ
る
と
い
う
富
山
県
中
央
植
物
園
。
緑
化
フ

工
ア
の
テ
ー
マ
会
場
と
な
る
六
月
十
四
日
ま
で
は
、
い

ろ
ん
芯
企
画
、が
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

訪
れ
て
、
世
界
の
植
物
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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毎週木曜日 国民の祝日の翌日
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_3月20日

新聞広告で富山をPR

!lC::倶栄部設立総会

。発見セミナー_4月6日

充実した余暇生活を応援します

県
が
三
月
二
十
日
付
け
で
全
国
の
新
聞
二
十

一
紙
に
掲
載
し
た
新
聞
広
告
が
大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
四
十
四
道
府
県
と
と
も
に
実
施
し
て

い
る
全
国
地
域
情
報
発
信
事
業
で
、
富
山
県
と
し
て
の
掲
載
は
二
度
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
新
聞
紙
面
上
に
都
道
府
県
を
ば
ら
ば
ら
に
配
し
、
そ
の
形
か
ら
富
山
県
を
見

つ
け
出
す
と
い
う
ク
イ
ズ
形
式
の
広
告
で
、
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
み
ん
な
く

っ
つ
け

ば
、
日
本
」
。
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
富
山
県
の
位
置
や
形
を
知

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
緑

化
フ
ェ
ア
や
国
民
文
化
祭、

二

0
0
0
年
国
体
の
各
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を

P

R
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
簡
単
に
は
回
答
が
引
き
出
せ
な
い
ク
イ
ズ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
は
が
き
は
約
六
万
四
千
通
。
「地
図
帳
を
開
い
て
、
あ
ら
た

め
て
富
山
県
を
確
認
し
た
」
、
「実
際
に
新
聞
を
切
り
取

っ
て
、
パ
ズ
ル
を
楽
し
ん
だ
」
な

ど
の

コ
メ
ン
ト
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
日
、
文
化
放
送
で
『志
の
輔
ラ

ジ
オ
富
山
が
い
い

』
と
題
し
た
特
別
番
組
が
首
都
圏
を
中
心
に
生
放
送
さ
れ
、
立
川
志
の

輔
さ
ん
が
二
時
間
に
わ
た
り
、
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
富
山
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

県
で
は
今
後
も
、
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た

P
R
活
動
を
通
じ
、
富
山
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

日本。」「みんなくっつけば、全園地域情報発信事業

んキC敬車問
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県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
余
暇
を
有
意
義
に
活
用
し
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
と

楽
し
み
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
四

月
六
日
、
「
山
晶
山
発
ゆ
と
り
す
と
倶
楽
部
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
設
立
総
会

が
同
日
、
富
山
県
民
小
劇
場

・
オ
ル
ビ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
会
則
や
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
後
、
役
員
の
選
出
が
行
わ

れ
、
会
長
に
選
ば
れ
た
滑
川
市
の
今
家
喜
敬
さ
ん
は
、
就
任
の
席
上

「
設

立
日
が
本
日
、
八
年
四
月
六
日
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
余
暇
充
実
に

ハ
、
ン
口

内
/

向
け
て
グ
走
ろ
う
w

と
呼
び
か
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
、
設

立
を
記
念
し
て

「
ゆ
と
り
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」
が
聞
か
れ
、
余
暇
リ
ー
ダ
ー

の
中
山
妙
子
さ
ん
が
琴
演
奏
を
披
露
し
た
ほ
か
、
制
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー

の
宮
野
素
行
理
事
長
と
米
村
恵
子
主
任
研
究
員
が
、

『余
暇
を
つ
く
る
、
楽

し
む
、
活
か
す
』
を
テ
ー
マ

に
記
念
講
演
を
行
い
、
詰
め
か
け
た
聴
衆
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

県
で
は
平
成
五
年
度
か
ら
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る

個
人
や
団
体
を
グ
ゆ
と
り
名
人
。
お
よ
び
。
余
暇
リ
ー
ダ
ー
。
に
認
定
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
富
山
発
ゆ
と

り
す
と
倶
楽
部
は
、
今

後、

地
域
イ
ベ
ン
ト
や

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等

を
通
じ
て
、
県
民
の
余

暇
活
動
の
充
実
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

設立「富山発ゆとりすと倶楽部」
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A r;吉、の輔ラジオ富山がいい」生放送中のスタジオにて

圏をつなぐ新時代の道

_8月28日

北陸と三大都市
能越自動車道 小矢部砺波JCTー福岡 IC間開通

陸で小ド東にて祝玉福小ト員事 約 二 ン
と中矢 。 I分出いを岡矢をら、式八十了能
三沖部ク C 乗席ま割町部しが県で百八元越
大知でロまし者しつ長市たテ選は人日 |岡自
都事のスで、たたてら長後|出、が開 I動
Eは祝ラパ 小 ち。聞が 、、 プ国中出通 C 車
問 「賀ンレ矢は続通く石大カ会沖席し - ，首
王 北 会ド|部車いをす沢家ツ議知し、不 31

てそ v り
行のる 小
わ開?矢
れ通十部
ま式 τ 砺
しが、波

そ官ら J
u、"-' c 
福堕 T
岡/¥

I九ジ
C キ ヤ
で、ロン

関がク
係 三 シ
者月ヨ

の

交

流

を

促

進

し

、

道

広
域
観
光
ル

l
ト
を

車

形

成

す

る

た

め

に

勤

も
、
残
る
ル

l
ト
の

由
民

早
期
完
成
に
向
け
全

越

力
を
あ
げ
た
い
」
と

能

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

噌

E

能
越
自
動
車
道
は
、
小
矢
部
砺
波
J
C
T
か
ら
伝
川
県
輪
島
市

に
至
る
約
百
キ
ロ

の
高
規
格
幹
線
道
路
で
、
部
分
開
通
は
今
回
が

初
め
て
。

ま
た
、
同
自
動
車
道
を
管
理
す
る
県
道
路
公
社
と
、
北

陸
お
よ
び
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
管

理
す
る
日
本
道
路
公
団
が
互
い
に
料

金
を
代
行
徴
収
す
る
こ
と
で
、
連
結
部

に
料
金
所
を
設
け
な
い
全
国
で
初
め

て
の

「
ノ
l
バ
リ
ケ
ー
ド
方
式
」
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
通
を
契
機
に
、
能
越
自
動

車
道
が
県
内
の
観
光
や
経
済
、
文
化
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

電'.J'

砂
式
典

主高明石一砺:siJCTl闘
を
添
え
た 、

全也
7c 
の
獅
子
舞

zrm:r 
: (福岡 IC "'"小矢部砺波JCT)開通

富

山

県

道

路

公

社
2岡部

3月31日

4月1日

4月3日

4月5日

4月6日

高山本線新型気動車出発式

200 X年県民が燃えるプログラム提

案募集最終審査会及び顕彰式

ふるさとの眺め写真展 (~25 日)

引船「日本海」竣工式

ウエルフェアテクノハウス竣工式

能越自動車道小矢部砺波.JCTー

福岡 IC間開通式

TOYAMA NOW i n原宿'96
{~4 月 3 日)

辞令交付式

消防防災ヘリコ プター就航式

黒部職業能力開発センター竣工式

いきいき富山観光キャンベーン

オープニングフェスティパル

富山発ゆと りすと倶楽部設立総会

平成8年3月11日-4月10日

3月16日

3月20日

3月22日

3月28日

3 
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北アルプス経済・交流圏
"-'3000ll1の障壁を越えて~

4 

• 個
室雪
量袋
の~

蓄量

応
募
提
案
に
は
、
図
画
や
作
文
に
よ
る
小
学
校
の
ク
ラ
ス
単
位

で
の
応
募
、
楽
し
い
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
て
夢
や
未
来
を
視
覚

的
に
訴
え
る
も
の
、
電
子
メ

l
ル
で
の
提
案
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ

る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

提
案
の
内
容
で
は
、
①
イ
ベ
ン
ト
や
テ

l
マ
パ
ー
ク
な
ど
、
宮

山
を
楽
し
く
す
る
た
め
の
時
空
間
の
創
出
、

②
豊
か
な
自
然
環
境

と
の
共
生
、
③
若
者
に
魅
力
あ
る
都
市
機
能
の
集
積
、
④
高
齢
者
、

障
害
者
に
や
さ
し
い
社
会
の
実
現
、
な
ど
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し

た。-
白
熱
す
る
議
論

審
査
の
経
過

ノγ

AL;急発表ノ200X年賞
親田踊ぷ齢制品帥匙制緩治信臨らふ協掛偽崎議離髄醐

プ

ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
は
ま
ず
か
人
づ
く
り
勺
郷
土
づ
く
り
り
産

業
づ
く
り
。
グ
魅
力
・
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
。
の
四
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
各
々
に
提
案
を
振
り
分
け
て
審
査
。
各
分
科
会
で
は
、
提

案
の
斬
新
さ
、
富
山
県
な
ら
で
は
の
着
眼
点
、
内
容
の
具
体
性
や

県
民
の
参
加
性
、
ま
た
論
理
性
や
説
得
力
な
ど
の
観
点
か
ら
審
査

を
進
め
、
提
案
を
絞
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
分
科
会
代
表
者
に
よ
る
代
表
者
会
議
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
委
員
全
員
に
よ
る
合
同
審
査
会
を
実
施
。
合
同
審
査
会
で
は
、

「地
道
な
取
り
組
み
の
継
続
が
重
要
」
、

「
一
見
実
現
し
そ
う
も
な

い
こ
と
で
も
県
民
が
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
楽
し
い
富
山
県
に
な
る
」

と
い

っ
た
議
論
の
末
、
受
賞
作
が
決
定
し
ま
し
た
。

以
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
た
ち
を
「
な
る
ほ
ど
」
と
恰
ら
せ
、

2
0
0
X
年
賞
に
輝
い
た
提
案
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

し
ま

「
浮
き
ウ
キ
島
ッ
ス
」

岡
崎
忍
さ
ん
中
村
秀
一
さ
ん
岡
田
一
郎
さ
ん

(
以
上
富
山
市
)
吉
野
仁
さ
ん
(
魚
津
市
)

輿水一紀さん(黒部市)

コ
一0
0
0
m
の
障
壁

「
北
ア
ル
プ
ス
」
を
越
え
、
四

つ
の

文
化
圏
(
富
山
県
呉
東
地
医
、
岐
阜
県
飛
騨
地
方
、
長
野
県

J

松
本
地
方
、
新
潟
県
西
頚
城
地
方
)
が
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心

一
に
交
流
し
、
新
し
い
経
済

・
文
化
の
発
進
基
地
と
な
る
。

『

O
広
域
放
送
局
「あ
る
ぷ
す

F
M
」
を
開
局
。
新
し
い
文
化
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
み
出
し
、
経
済
文
化
の
発
進

基
地
と
す
る
。

O
北
ア
ル
プ
ス
(
小
谷
村
ー
朝
日
町
間
)
を
貫
通
す
る
「
ア

ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
」
と
富
山
ー
新
宿
聞
を
四
時
間
で
直

結
す
る
「
特
急
あ
ず
さ

・
富
山
行
き
」
を
実
現
す
る
。

。
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
(
白
馬
、
大
町
)
と
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
(
富

山
県
宮
崎
)
の
連
携
、

宇
奈
月
温
泉
を
元
湯
と
ド
湯
に
二

極
化
し
、
下
湯
を
北
陸
最
大
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
す
る
。

。
地
理
的
閉
鎖
性
を
捨
て
、
相
互
の
文
化
を
刺
激
し
あ
う

交
流
に
よ
り
、
旧
来
の
県
民
性
を
捨
て
、

2
0
0
X
年
に

は
素
晴
ら
し
い
富
山
県
に
な
る
。

未
来
ス
ト
ー
リ
ー

ハ
骨

骨

中

尾
吉
成
さ
ん

広
瀬
貞
樹
さ
ん

1塾う

立山・黒部を含む北アルプスに関する数多

い提案の中で、北アルプスを取り巻〈四県を

「北アルプス交流圏」として交流・発展を目

指している点で独自の視点を持っています。

時間的ハンディ克服のための rアルプスト

ンネル」、交流の場としての「宇奈月温泉下

湯」、交流と発信の実現手段としての「あるぷ

すFMJなど、目に見える形での提案が高い

評価を得ました口

移動する人工の島にレインボーブリッジ、

深海潜水艦、水中エレベータなどの構想、は、

実現可能性の点では一見あり得ないように思

えます。しかし、マンガと家族の楽しい会話

という構成によって 200X年に向けた熱い

メッセージとして送っており、感動させられ

た作品です。

これが島なのか、動〈テーマパークになる

のか、この提案がそのままでなくても、その

延長線上で実現される日もそう遠くないかも

しれないと、ふと思ってしまいました。

5 



とやまイメージアップ大作戦
く星空事〉 橋本 隆さん(大島町)

特集/200X年県民が燃えるプログラム提案募集

200X年賞決定f

この提案は、内容の具体性、スト ーリ ー性、

さらにそれらを含めた全体構成という点で非

常によくまとまっています。

スポーツの殿堂とする際の種目選定、テー

マパークの親しみやすいネーミング、公共交

通網としてのモノレール構想など、どれもが

評価に値します。この提案のエッセンスをく

み取って加工・味付けをしていけば、 200X年

の富山県にそれなりのインパクトを与えるプ

ログラムになりそうです。

富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
特
に
若
い
女
性
か
ら
、
ク
ラ

い
と
か
、
刺
激
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の
都
道
府

県
の
う
ち
で
も
知
名
度
が
低
く
、
関
心
も
薄
い
。
そ
こ
で

・
.
.
 

0
富
山
県
版
小
説
や
脚
本
等
の
募
集
と
そ
れ
を
題
材
と
し
た

T
V

ド
ラ
マ
化
や
映
画
化
を
行
う
。
ま
た
、
若
者
に
は

ロ
ー
ラ
ー
ブ

レ
l
ド
や
ス
ケ
ー
ト
ボ

l
ド
、
老
人
に
は
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
と

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て

の
富
山
県
を

P
R
す
る
。

。

ハ
ー
ド
施
設
と
し
て
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ

l
ク
「ド
ラ
え
も

ん
ラ
ン
ド
」
の
建
設
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル

建
設
を
行
、
っ
。

O
こ
れ
ら
が
実
現
す
る
と
、

2
0
0
X
年
の
富
山
県
に
は
近
県
の

若
者
が
集
い
、
ま
た
人
気
沸
騰
の
ド
ラ
え
も
ん
ラ
ン
ド
が
観
光

に
拍
車
を
か
け
、
全
国
各
地
の
少
年
少
女
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ド
ラ
え
も
ん
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
夢
と
希
望
を

発
信
す
る
賑
わ
い
の
あ
る
国
際
都
市
「
と
や
ま
」
と
な
る
だ
ろ

、「ノ
。

人
に
や
さ
し
い
道

(
路
、
広
場
)
づ
く
り
を

ふ
骨
骨
ウ

山
本
三
樹
夫
さ
ん

(
宇
奈
月
町
)

モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
発
達
に
伴
い
、
安
全
で
歩
き
や
す
い
道
が
少
な
く
な

っ
て
き
て

い
る
が
、
今
の
道
が
本
当
に
人
間
に
と

っ
て
の
道
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
車
優
先
か
ら
人
間
優

先
へ
、
道
づ
く
り
は
も

っ
と
大
胆
に
方
向
を
変
え
、

富
山
県
独
自
の
構
造
上
の
基
準
を
全
国
に

先
駆
け
て

つ
く

っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
例
、
え
ば

・
.
.
 

0
余
裕
が
あ

っ
て
起
伏
が
な
く
「
歩
き
や
す
い
道
」

。
庭
園
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
「
楽
し
い
道

・
心
休
ま
る
道
」

O
日比
虫
や
魚
を
捕
ま
え
る
池
や
水
路
が
あ
る
よ
う
な

「遊
ぶ
道
」

O
旧
跡
や
偉
人
を
歩
き
な
が
ら
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
を
知
る
道
、
偉
人
の

道
」・歩
く
と
い
う
こ
と
は
人
間
の
基
本
で
あ
り
、

2
0
0
X
年
に
向
け
た
も
の
と
し
て
人
に

や
さ
し
い
道
を
残
し
て
い
き
た
い
。

19世紀後半のオーストラリアの建築

家・都市計画家のカミロ・ジッテは、当時技

術と実用のみに走りがちであった都市計画

の手法を是正し、再び美しい豊かな都市空間

を創りだすことを提起しました。

この提案は、一時逃れの安易な機能のみを

追求するだけでなく、再びジッテの提唱した

人間のための道の復権を強〈求めています。

これからの新しい時代の社会資本の整備方

向を、いろいろな例を挙げながら、力まず、

平易に語りかける提案には、心を揺さぶるも

のがありました。

全国の小学生対象

県内各地ホームステイ制度の運営推進
。善彦服部丞太郎さん(小杉町)

〆ーーーーーーー・園田園園田園ーーーーーーーー園田園園圃圃園田園田園圃園田園田園ーーー・園田園・ーーーーーーーーーーーーーー、、
E 
E 
E 
E 
E 
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次
世
代
を
担
う
小
学
生
を
対
象
に
、
「
富
山
か
ら
全
国
の
小
学
生
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
発
信
す
る
集
い
」
を
実
施
す
る
。

。
毎
年
、

春
、
夏
、
冬
休
み

の
期
間
に
、

富
山
県
内
各
地
の

一
般
家
庭
が
ホ
|

ム
ス
テ
イ
先
と
な

っ
て、

全
国
か
ら
小
学
生
の
希
望
者
を
受
け
入
れ
、
豊
か

な
自
然

・
風
土

・
人
情
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

。
旅
費
以
外
の
費
用
は
無
料
と
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
貫
と
し
て
負
担
す
る
。
ま
た
、
県
や
市
町
村
な
ど
か
ら
ホ

l
ム
ス
テ
イ
の

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
家
庭
に
補
助
す
る
制
度
を
つ
く
る
。

。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
は
じ
め
、
動
植
物
等

の
自
然
観
察
会
な
ど
県
内
各

地
の
特
色
を
活
か
し
た
課
外
実
習
な
ど
を
企
画
し
、
県
内
の

エ
キ

ス
パ
ー

ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
う
。

。
こ
の
よ
う
な
ホ

l
ム
ス
テ
イ
制
度

に
県
民
の
多
く
が
参
加
す
る
こ
と

で
、
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
が
深
ま
り
、

2
0
0
X
年

に
は
県
民
の

「心

の
財
産
」
が
蓄
積

さ
れ
る
。

この提案は、全面の小学生たちに、富山の

小学生たちの家庭で何日かを過ごしてもらう

という、 とてもシンプルなものです口しかし、

これからの時代に求められるソフトの視点か

ら、「人づくり」 イコール「ソフトづくり」な

のだと見極めたうえでの提案です。

実際に富山を体験した小学生たちこそ、真

に富山の良さを生の声で伝 えるメッセン

ジャーとなることでしょう。ヒューマンネッ

トワークの素敵な拡がりを想像させる素晴ら

しい提案です。

「
2
0
0
X年
県

民
、か
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
案
募
集
」
の
最
終
審
査
会
は
、
三
月
二

十
日
、
タ
ワ

1
1
1
1
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
座
長
の
米
国
政
明

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

2
D
D
X年
賞
候
補
十
五
点
在
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い
て
解

説
。
続
い
て
、
受
賞
提
案
に
対
す
る
賞
昂
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
・
梨
・
桃
の
果

樹
園
(
十
年
間
手
入
れ
不
要
)
の
オ
ー
ナ
ー
権
や
、
ら
い
ち
ょ
う
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
リ
フ

ト
乗
車
券
十
年
分
、
県
内
一
円
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
晶
、
か
愉
快
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
紹
介
さ
れ
る
と
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
終
審
査
を
は
さ
ん
で
、
い
よ
い
よ
受
賞
提
案
の
発
表
。
受
賞
者
は
次
々
に
ス
テ
ー
ジ

に
上
り
、
「

2
0
0
X年
賞
」
受
賞
者
に
は
中
沖
知
事
か
ら
、
「
夢
追
い
賞」

お
よ
び
「
審

査
員
特
別
賞
」
受
賞
者
に
は
米
田
座
長
か
ら
、
各
々
記
念
プ
レ
ー
ト
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
井
喬
子
さ
ん
(
叩
)
が
、
夢
遣
い
貰
を
受
賞
し
た
自
ら
の
提
案

可
み
ん
な

が
楽
し
く
遊
べ
る
場
所
』
を
朗
読
。
「
体
の
不
自
由
な
人
も
皆
、か
気
軽
に
遊
べ
る
公
園
な
ど

が
で
き
れ
ば
、
足
の
不
自
由
な
自
分
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
楽
し
い
会

話
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
・
・
・
」
。
朗
読
が
終
わ

る
と
、
は
か
ら
ず
も
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

企「あったらいいな夢の国J で審査員特別賞受賞の

荒川美香さん・千香さん

ー 企ユーモアにあふれた賞品の紹介

-、ーーーーーーーー・園田園圃園田園圃圃園田園園・園田園園圃ーーーー圃園田・ーーーー・園田園圃圃ーーーーーー園田園田園園園田園"
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蛮
略

、~~

ま

一
羽
の
揚
羽
蝶
が

と
き
め
く
恋
交
と
な
っ
て

ぶ
な
の
梢
を
越
え

未
来
へ



温泉気ヨテ"も“楽々"“今日
臨験.~村通峡岩稲j眼楽今日館 I

。
細
入
村
の
概
要

1
1
1
1
1
1
1
1
X
X
X
X
I
I
I
-

神
通
川
左
岸
に
位
置
し
、
自
然
の
景
勝
神
通
峡
県
定
公
園
を
中
心
と

し
た
観
光
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
地
。

細
入
村
の
産
業
の
中
心
は
農
林
業
。
特
に
特
産
の
ら
っ
き
ょ
う
は
、

県

内
生
産
量
の
叩
%
を
し
め
る
。
夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
ら
っ
き
ょ
う
祭
り
」
で

は
、
気
軽
に
ら
っ
き
ょ
う
掘
な
ど
が
体
験
で
き
る
と
あ
っ
て
た
く
さ
ん

の
参
加
者
で
賑
わ
い
、
次
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

国
道
四
十
一
号

線
沿
い
細
入
村
岩

い
ね稲
に
、
四
月
二
十
三

日、

可
神
通
峡
岩
稲

ら
っ
き
ょ
う
か
ん

温
泉
。
楽
今
日
館
こ

が
オ

l
フ
ン
し
た
。

こ
こ
で
は
、
気
泡

湯
、
ジ
ェ
ッ

ト
湯
、

サ
ウ
ナ
の
ほ
か
露

天
風
呂
も
楽
し
め

る
。
館
内
に
入
る

と
、
和
風
の
要
素
を

取
り
入
れ
る
た
め

に
、
至
る
と
こ
ろ
に

木
を
あ
し
ら
っ
て

あ
る
こ
と
に
気
づ

く
。
「
お
客
様
を
暖
か
く
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
木
の
温
も
り
を
大

切
に
し
て
あ
り
ま
す
」
と
支
配
人
の
村
田
三
四
司
さ
ん
。
温
泉
の

泉
質
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
塩
・
塩
化
物
泉
で
、
皮
膚
病

や
火
傷
、
婦
人
病
に
効
能
が
あ
る
。
「神
通
峡
の
美
し
い
景
色
を
満

喫
で
き
る
よ
う
に
、
男
女
の
風
呂
を
定
期
的
に
入
れ
替
え
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
」
。

温
泉
の
他
に
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
約
百
人
は
収
納
可
能
な
大
広

問
、
地
下
に
は
人
数
に
応
じ
て
間
仕
切
り
が
で
き
る
研
修
室
な
ど

も
完
備
さ
れ
て
い
る
。

公
募
に
よ

っ
て
決
ま

っ
た
愛
称
か
楽
今
日
館
。
。
「村
の
特
産
品

で
あ
る
か
ら

っ
き
ょ
う
。
を
表
す
と
と
も
に
ぷ
ナ
し
く

か今
円
。

一
日
を
過
ご
し
て
も
ら
う
と
い

っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
村
田
さ
ん
。
ぜ
ひ
訪
れ
て
、

心
も
体
も
暖
ま

っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

が生んだ持産品

A神通峡が展望できる大浴場

ii母さんたちの熱走"宥効利用すで、木を?り、
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細
入
村
商
工
会
婦
人
部
で
、
村
の
山
野
に
自
生
す
る
み
ょ
う
が

を
何
か
有
効
利
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
結
果
生
ま
れ
た
の
が

。
ち
ら
し
風
み
ょ
う
が
寿
司
々
で
あ
る
。
婦
人
部
長
の
下
坂
照
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
昭
和
六

1
一
年
の
細
入
村
祭
り
で
、
お
客
さ
ん
に
み
ょ
う
が

を
使

っ
た
料
理
を
食
べ

比
べ
て
も
ら

っ
た
結
果
、
好
評
を
得
た
の

が
こ
の
ち
ら
し
風
み
ょ
う
が
寿
司
な
ん
で
す
」
。
当
初
は
村
の
祭

り
の
日
に
限

っ
て
露
庖
で
販
売
し
て
い
た
が
、
次
第
に
人
気
を
呼

ぴ
、
昨
年
か
ら
は
毎
週
日
曜
と
祭
日
に
地
元
の
林
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー

『林
林
』
で
製
造
直
売
し
て
い
る
。

み
ょ
う
が
寿
司
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
婦
人
部
の
中
の
約
二

十
人
。
そ
の
う
ち
二
人
ず
つ
が
当
番
と
な
り
、
加
工
セ
ン
タ
ー
で
調
理
す
る
。
「誰
が
作

っ
て

も
同
じ
味
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
昧
が
誰
の
口
に
も
合
う
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
ね
」
と
下
坂
さ
ん
。
素
材
と
な
る
み
ょ
う
が
は
、
七
月
頃
か
ら
採
れ
る
が
、
寿
司
に
用
い

る
も
の
は
九
月
頃
に
自
生
し
始
め
る
も
の
。
「九
月
の
も
の
は
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
あ
る
う

え
、
酢
に
つ
け
る
と
一
層
鮮
や
か
な
赤
色
に
な
る
ん
で
す
よ
」
。
今
や
、
県
外
か
ら
買
い
に
来

る
お
客
さ
ん
も
い
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。

「
こ
れ
か
ら
も
よ
り
お
い
し
い
も
の
を
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
。
下
坂
さ
ん
の
言
葉
か
ら
は
、
地
元
の
昧
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
母
さ
ん
達
の
熱
意
が
伝

わ

っ
て
く
る
。

会
社
を
定
年
に
な
る
ま
で
は
、
林
業
と

は
全
く
関
係
の
な
い
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
」
と
、
細
入
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

会
長
の
平
野
康
さ
ん
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
林
業
技
術
の
向
上

を
通
じ
て
林
業
振
興
、
ひ
い
て
は
村
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。
「林
業
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
に
と

っ
て

未
知

の
世
界
だ

っ
た
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
平
野
さ
ん
。
現
在
は
、
県
の
農
地
林
務
事

務
所
な
ど

の
経
験
者
を
呼
ん
で
、
木
の
育
て
方
や
間
伐
、
選
木
の
方
法
な
ど

の
実
地

訓
練
を
受
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
林
業
振
興
の
第
一
歩
と
し
て
昨
年
か
ら
始
め
た

の
が
、
間
伐
材
を
使

っ

た
木
材
加
工
品
の
製
作
で
あ
る
。
「
商
品
と
な
る
木
材
で
は
な
く
、

間
伐
材
を
用
い
て

製
作
す
る
こ
と
で
、
木
材
の
有
効
利
用
を
図

っ
て
い

ま
す
」
。
昨
年
完
成
し
た
細
入
村

木
材
加
工
セ
ン
タ
ー
で
置
物
、
灯
龍
、
0

フ
ラ

ン
タ
ー
な
ど
を
製
作
し
、
隣
接
す
る
林

り
ん
り
ん

産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
「
林
林
」
で
販
売
し
て
い
る
。
「置
物
は
、
ク
ル
ミ
の
実
の
油
で

何
度
も
・
磨
い
て
独
特
の
色
や
艶
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、
製
作
品
に
は
自
信

た

っ
ぷ
り
の
様
子。

今
後
も
、
木
材
加
工
技
術
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
商
品
価
値
の
あ
る
物
を
ど
ん

ど
ん

つ
く
っ
て

い
き
た
い
、

と

い
う
平
野
さ
ん
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

の
挑
戦
は
続
く
。
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しあわぜ富山の創造を
食の発想から

溝口外美子富山県食生活改善推進連絡協議会会長

今月は、「とやま緑化祭」の開催テーマな ど

を皆様にお伝えする県出展パビリ オンと して

各会場を巡る「みつばちキャラパン隊」につい

て、紹介します。

第四回全国都市制じとやまフェア

彩りとやま緑化祭'96
平成日年4月20日辻)-9月l日(日)
建設省 主 催富山県・高岡市・砺波市・例都市緑化基金

全体会期

提唱

み

な

手
づ
く
り
の
文
化
を
推
進
員
で
慈
し
み

い
の

ち

お
わ
り
な
き
世
の
遺
産
の
た
め
に

こ
の
三
十
一
文
字
は
、
町
の
栄
養
教
室
を
終
了
し
て
食
生
活
改
善
推

進
員
と
な
り
、
三
十
年
余
り
休
む
こ
と
な
く
続
け
て
き
た
実
践
活
動
の

中
か
ら
気
付
か
せ
て
い
た
だ
い
た
食
の
大
切
さ
へ
の
私

η
お
が
思
い

な
の
で
す
。

私
た
ち
推
進
員
(
愛
称

一
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
)
は
、
「
私
た
ち
の
健
康
は

私
た
ち
の
手
で
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
協

議
会
の
取
り
組
み
は
、
成
人
病
の
予
防
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
婦
人
の

健
康
づ
く
り
や
ガ
ン
予
防
、
骨
粗
緊
症
に
至
る
ま
で
止
ま
る
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
。

老
齢
化
や
少
子
化
な
ど
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
今
日
こ
そ
、

「し
あ
わ
せ
に
生
き
る
富
山
の
創
造
は
食
生
活
か
ら
」
の
発
想
で
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
真
剣
に
と
ら
え
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
は
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
先
ず
母
乳
か
ら
生
き
る
た
め
の
食
事
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
大
切
な
母
乳
を
取
り
上
げ
た
だ
け
で
も
書
き
尽
く

せ
な
い
ほ
ど
で
す
が
、
私
は
こ
こ
で
人
間
形
成
に
お
い
て
最
も
大
切
と

さ
れ
る
幼
児
期
の
食
事
に
焦
点
を
当
て
て
み
ま
す
。

一
幼
児
期
の
食
生
活
が
、
そ
の
子
の
一
生
の
健
康
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

一
一
日
三
十
品
目
の
食
品
を
摂
取
す
る
必
要
性
か
ら
見
て
も
、
好
き

嫌
い
の
な
い
子
に
育
て
る
親
と
し
て
の
挨
け
と
努
力
が
大
切
。

一
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
人
の
好
き
嫌
い
に
も

つ
な
が
る
。

一
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
台
所
で
楽
し
く
お
手

伝
い
さ
せ
た
り
、
家
族
み
ん
な
で
食
車
を
囲
ん
だ
り
、
国
禁
に
満
ち

た
食
生
活
習
慣
を
心
が
け
る
。

こ
れ
ら
は
誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
基
本
的
で
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
今
の
時
代
環
境
で
は
全
て
を
実
現
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
い
じ
め
等
の
問
題
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
比
べ
て
戦
中
と
は
い
え
、
五
、
六
十
年
前
の
子
ど
も
た
ち
の

生
活
環
境
は
、
牧
歌
的
で
実
に
心
豊
か
で
し
た
。
小
川
で
ど
じ
ょ

っ
こ

し
じ
み

を
す
く
い
、
現
員
を
と

っ
て
来
る
と
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
が
味
噌
汁
に
し

展示スケジュール

4つの会場をリレーして展示します。

砺波チューリップ公園会場 5/6まで

富山県中央植物園会場 5/17-6/2 

県民公園太閤山ランド会場 6/15-6/30 

高岡おとぎの森公園会場 7/12-9/1 

花のファンタジーカーが、 サテライト会場や福祉施設などを

訪問し、 「とやま緑化祭」の内容をお伝えします。

サテライト会場 黒部市総合公園 5/11・12

氷見市海浜植物園 5/14 

パレード
各会場のオープニングにあわせて、パレードを行います。

県民公園太関山ランド会場 6/15 

メイン会場前日祭(高岡市街) 7/11 

訪問催事

会テーマ館 r花・ひと・
「花・ひと ・くらしのハーモニー」

な暮らしを提案します。

・プロローグ
皆様をお迎えする「光の花関」で、「花 ・ひと ・くらし彩

館」のテーマをお伝えします。

・メインスペース「インテリアハーモニー」
ドライフラワーを用いて、暮らしの中に花を取り入れる

アイデアを紹介。また、花の精「フローラ」が立体映像に現

れ、花で彩られたキ ッチンやテラスに皆様をご案内します0

・エピローグ
宮山の 7つの「花の路」や 「花の歳時記」を皆様にご紹介

します。

す花のファンタジー力一
ビデオプロジェクターや立体映像により、花と人とのふれあ

いを描く物語を皆様にご紹介するサブ展示館です。

テイクアウ トスタイルのグルメカー(4台)やグリ ーンショッ

プカー(1台)、ユニークなパレードカー (3台)が、皆様をお

待ちしています。

くらし彩館」
をテーマに、花ある心豊か

【先取り情報⑫】
今月は、 パレード、開会式、 閉会式か

らなる総合フェステイ パルの見どころ

を紹介しますD

12 

て
く
れ
る
と
い

っ
た
よ
う
に
、
自
然
環
境
の
恩
恵
に
満
ち
満
ち
、
暖
か

く
育
ま
れ
る
暮
ら
し
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
は
、
大
人
が

子
ど
も
に
昔
の
話
を
伝
え
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
う
え
、
子
ど
も
が
道

草
を
し
て
帰
る
余
裕
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
組
織
で
は
、
保
育
園
児
と
そ
の
親
に
食
に
対
す
る
知
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
去
年
か
ら
新
た
に
「
へ
ル
シ

l
親
子
料
理
教
室
」

ち
ゅ
う
ぼ
う

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
男
子
が
厨
房
に
入
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
今
日
で
は
、
男
性
を
対
象
と
し
た
栄
養
教
室
な
ど
も
開
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
講
習
会
に
は
進
ん
で
参
加
し
て
み
ま
し
ょ

、つノ
。

お
母
さ
ん
は
常
に
正
し
い
食
へ
の
基
礎
知
識
を
学
ぴ
つ
つ
、

家
族
の
太
陽
と
し
て
明
る
く
ま
め
や
か
に
振
る
舞
い
、
子
づ
く
り
の
食

文
化
を
伝
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

栄
養
素
は
し
ば
し
ば
赤
、
貰
、
緑
の
三
色
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
赤
は

情
熱

・
活
力
の
色
、
貰
は
生
き
る
喜
ぴ
を
与
え
て
く
れ
る
太
陽
の
色
、

そ
し
て
緑
は
純
粋
無
垢
な
か
み
ど
り
ご
の
心
。
の
色
と
例
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
三

つ
を
意
識
し
つ
つ
生
き
て
ゆ
き
た
い
も
の
で

す
。 ま

た
、

-県ゆかりのゲス卜が「くすりやさん」に扮し、全国各地の民俗

芸能などを紹介。総合司会には渡辺徹さん、「くす りやさん」の

娘役には早勢美里さんなどフレッシュな顔ぶれを予定。

ミを
[とき}

[ととろ]

{見どころ}

・富山の過去 ・現代 ・未来を軸として構成。

・伝承数日本一の獅子舞にスポッ トをあてた創作舞踊「獅子が来

た道」の発表0

・次期開催県香川県と県内の文化団体による共演等を通じて、新

たな文化の創造の予感を香川県に引き継ぐと同時に、全国へそ

しエ世界に発信。

※開会式、閉会式は入場無料ですが、整理券が必要です。

整埋券応募の受付は 7月頃の予定です。

第11回国民文化祭富山県実行委員会事務局

干930 富山市舟橋北町4-19 富山県森林水産会館内

E総務課 0764-44-2183 事業課 0764-44-2184・2185・2186

FAX 0764-44-1566 

三e閉会式グランドフィナーレ

10月7日伺)
富山市芸術文化ホール

オープニングパレード

[とき]

[ととろ}

{見どころ]

・総勢約 1，500名による富山市中心街での 1km余りにわたる大

ノfレード。

・越中おわらや麦屋の街流し、獅子舞の競演など、県内の民俗芸

能をはじめ次期開催県香川県の虎頭の舞、徳島県の阿波踊り

など県外の団体も多数出演。

・中国の遼寧大百戯団、ハンガリーのデフ、レッツェン・マーチン

グバンドなど海外のグループも参加。

9月28日比)
富山市芸術文化ホール

三

E 
[とき]

[ところ]

{見どごろ]

・多彩な表情を見せる富山の四季を構成の軸と し、 県内外、海外

からの多数の文化団体が出演。

・大河ドラマでおなじみの池辺晋一郎さん作曲によ るテーマ曲

の発表。

開会式オーブニンク‘フェスティバル三

9月四日出
富山市街

13 
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第

1
回
心
身
の
発
達
相
談
旬
聞
の
お
知
ら
せ

富
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
身
の
発
達
相
談
旬
聞
を

設
け
、
心
や
体
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
御
希
望
の
方
は
、
気
軽
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
平
成
8
年

5
月
幻
日
開
3
6
月
7
日
働

(
土
・
日
を
除
く
)

会
場
富
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
部

富
山
市
高
田
5
2
5

2

0
7
6
4
1
M
M
1
6
1
6
7

創
造
的
中
小
企
業
創
出
支
掻
事
業
の
お
知
ら
せ

今
、
新
た
な
時
代
の
旗
手
と
し
て
、
創
業
者
や
、
独
自
の
技
術

力
で
新
製
昂
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
行
お
う
と
す
る
中
小
企
業

が
、
熱
い
視
線
を
集
め
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
こ
う
し
た
企
業
家
精
神
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に

富
む
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
株

式
や
社
債
を
一
般
の
投
資
会
社
を
通
じ
て
引
き
受
け
る
制
度
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

新
技
術
の
研
究
開
発
や
そ
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小

企
業
者
の
万
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

財
富
山
県
中
小
企
業
振
興
財
団

8
0
7
6
4
ー
ロ
1
6
9
2
2

県
庁
中
小
企
業
課
8
0
7
6
4
1
M
l
3
2
4
8

愛
鳥
週
間
の
お
知
ら
せ

今
年
も

5
月
叩
日
聞
か
ら
全
国
一
斉
の
愛
鳥
週
間
、か
始
ま
り
ま

す。
県
で
は
こ
の
期
間
中
、
小
学
生
の
調
査
員
に
よ
る
第
二
十
六
回

ツ
バ
メ
の
生
息
数
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
第
五
十
回
愛
鳥
週
間
を
記
念
し
て

5
月
日
日
目
の
午
後

l
時
か
ら
小
杉
町
文
他
ホ
ー
ル
「
ラ
ポ
ー
ル
」
で
「
と
や
ま
野
鳥

保
護
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。

h-望書・
E
一-EE--一一一
ZE----Ez--一一
E
E
-
-
一一一一一一一一一一一一
Ez--一一一一一一一一-

a圃一=一一副司

平
成

g
年

歌
会
始
の
お
題
及
び
一
詠
進
歌
に
つ
い
て

ま
た
、
県
内
各
地
で
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
、
海
辺
に
播

て
ら
れ
た
釣
り
糸
・
釣
り
針
を
回
収
す
る
シ
ー
サ
イ
ド
ク
リ
ー
ン

デ
ー
な
ど
多
彩
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。

問
合
せ
県
庁
自
然
保
護
課

包

0
7
6
4
l
M
3
3
9
7

中
小
企
業
環
境
施
設
整
備
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て

県
で
は
、
中
小
企
業
の
環
境
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
中
小
企

業
環
境
施
設
整
備
資
金
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

環
境
施
設
を
整
備
す
る
中
小
企
業
の
方
は
、
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
と
低
利
で
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

融
資
対
象
者
県
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
場
を
有
し
、
事
業
を
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者

融
資
対
象
施
設

・
公
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

.
低
公
害
車

・
フ
口
ン
等
の
回
収
、
脱
フ
ロ
ン
化
の
た
め
の
施
設

・
産
業
廃
棄
物
の
処
理
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
施
設

・
地
下
水
の
保
全
、
水
の
循
環
的
利
用
の
た
め
の
施
設

・
工
場
等
の
周
辺
の
景
観
整
備
の
た
め
の
施
設

融
資
限
度
額
個
別
3
0
0
0
万
円
共
同
5
0
0
0
万
円

問
合
せ
・
申
込
み
県
庁
環
境
政
策
課

2
0
7
6
4
1
判

1
3
1
4
1

平
成

8
年
度

立
山
博
物
館

『た
で
は
く
友
の
会
』
会
員
募
集

立
山
博
物
館
「
た
て
は
く
友
の
会
」
で
は
、
博
物
館
の
活
動
を

支
援
す
る
友
の
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

[
友
の
会
会
員
の
特
典
]

川
展
示
館
、
遁
望
館
、
ま
ん
だ
ら
遊
苑
の
無
料
観
覧

(
年
2
回
)

ω特
別
企
画
展
お
よ
び
記
念
特
別
展
の
無
料
観
覧

(年

2
回
)

ω博
物
館
の
図
録
や
ポ
ス
タ
ー
の
割
引

(
た
だ
し
、
賛
助
会
員
の
場
合
は
代
表
者
の
み
)

同
博
物
館
の
各
種
催
し
の
案
内

ω会
報
や
情
報
交
流
誌
「
た
て
は
く
」
の
無
料
配
布

職

手重

遼
寧
省
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
ベ
ア
リ
ン
グ
技
術
等
の

工
業
関
係

県
庁
国
際
課

14 

AQE 

一
般
会
員
年
額
3
千
円

賛
助
会
員
年
額
2
万
円

期
間
入
会
の
日
か
ら
当
該
年
度
の
3
月
引
日
ま
で
。

入
会
手
続
き会
員
募
集
チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る
払
込
取
扱
票
(
郵
便

振
替
)
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

立
山
博
物
館
友
の
会
事
務
局

合
0
7
6
4
1
引
ー
ー
2
1
6

費

お

題

「

姿

」

一
詠
進
要
領
詠
進
歌
は
未
発
表
の
自
作
で
、
一
人
一
首
に
限
り
ま
す
。

用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
下
さ
い
(
書
式
図
参
照
)
。
病

気
等
で
代
筆
す
る
場
合
は
、
代
筆
の
理
由
と
代
筆
者
の
住
所
氏
名
を

記
載
し
た
別
の
紙
を
添
え
て
下
さ
い
。
点
字
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

詠
進
期
間
9
月
初
日
ま
で

(約
μ
セ
ン
チメ
ー
ト
ル)

(
当
日
消
印
有
効
)
。

一
T
|
O
O
東
京
都
千
代
田

区
千
代
田
ー
番
ー
号

宮
内
庁
(封
筒
に
「
詠
進
歌
」
相

と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
)

書

県
斤
秘
書
課

告

0
7
6
4
l
m
X
1
2
8
2
6

あ
て
先

郵便番号

姿

職差月日 氏推
業 名2所

問
合
せ

2
0
7
6
4
M
3
1
5
6
 

問
合
せ

県
立
近
代
美
術
館

浜
田
知
明
の
全
容
展

問
合
せ

シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
で
は
、
友
好
県
省
の
提
携
を
行
っ
て
い
る
中
国
遼
寧
省
へ
の
国
際

協
力
の
一
環
と
し
て
、
現
地
で
技
術
指
導
の
で
き
る
知
識
と
経
験
の

豊
か
な
中
高
年
齢
技
術
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
期
間

3
か
月
以
内

と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
愛
称
募
集

(約33センチメー卜ル)

「
み
の
り
豊
か
な
男
女
協
同
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
す
活
動
拠

点
と
し
て
、
平
成

g
年
春
に
富
山
市
湊
入
船
町
に
オ
ー
プ
ン
す
る

と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
が
き
に
次
の
事
項
を
記
入
し
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
愛
称

(ふ
り
が
な
)

②
愛
称
の
説
明

③
住
所

④
氏
名

⑤
年
齢

⑤
性
別

⑦
職
業

⑧
電
話
番
号

表

彰

最

優
秀
賞

(|
点
)
5
万
円

優
秀
賞
(
5
点
)
各
ー
万
円

締
切
り
6
月
同
日
制

応
募
・
問
合
せ
先
干
9
3
0
l
m
県
庁
女
性
青
少
年
課

8

0
7
6
4
M
9
6
ー
7

県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
「
初
年
兵
哀
歌
シ
リ
ー
ズ
」
で
知
ら
れ

る
銅
板
画
家
、
浜
田
知
明
の
全
容
展
を
版
画
、
彫
刻
な
ど
、
約

2

0
0点
在
展
示
し
て
、
開
催
し
ま
す
。

会

期

4

月

は

日

出
1
5
月
旧
日
制

休
館
日
月
曜
日
(
但
し
、
4
月
泊
日
・
5
月
6
日
を
除
く
)

観

覧

料

一

般

8

5

0

(

6

5

0

)

円

高
校
・大
学
生
6
0
0
(
4
5
0
)
円

小
・
中
学
生
3
5
0
(
3
0
0
)
円

(

)
内
は
初
名
以
上
の
団
体
料
金

県
立
近
代
美
術
館

2
0
7
6
4
1
引
l
7
|
|
|

問
合
せ

春
の
薬
草
に
親
し
む
会

富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん

に
薬
草
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
春
の
薬
草

に
親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日

時

5

月

引

日

働

午
前
9
時
却
『
分
か
ら
午
後
3
時
却
介
ま
で

場

所

富

山

県

薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

内
容
午
前
講
義
「
身
近
な
薬
草
・
ハ
ー
ブ
の
使
い
方
」

午
後
薬
草
標
本
園
・
シ
ャ
ク
ヤ
ク
園
等
の
見
学
案
内

講
義
「
薬
草
の
育
て
方
」

定

員

印

名

(

定

員

に

な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。
)

参

加

料

無

料

携
帯
品
筆
記
用
具
・
昼
食

問
合
せ
・
申
込
み
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4
1
花

1
0
8
0
|

集
合
場
所

富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

(交
通
機
関
利
用
の
方
は
、
9
時
に
上
市
駅
前
か
ら
パ
ス
を
運
行
)

県
税
事
務
所
か
ら
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
5
月
引

日
ま
で
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
窓
口
で

納
め
て
下
さ
い
。

自
動
車
税
の
領
収
書
に
は
、
車
検
を
受
け
る
時
に
必
要
な
納
税

証
明
書
が
付
い
て
い
ま
す
。
車
検
証
と
一
緒
に
し
て
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

-
自
動
車
の
登
録
変
更
の
手
続
き
は
確
実
に

自
動
車
を
廃
草
し
た
り
、
下
取
り
に
出
し
た
り
、
転
居
さ
れ
た

り
し
た
時
は
、
お
早
め
に
陸
運
支
局
で
登
録
変
更
の
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

あ
な
た
の
納
め
た
税
金
が
明
日
の
富
山
県
づ
く
リ
に
活
か
さ
れ
ま

す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成

8
年
「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語

「
こ
ど
も
の
眼
こ
ど
も
の
心
見
て
ま
す
か
っ
・
」

毎
年

5
月

5
日
(
乙
ど
も
の
日
)
か
ら

5
月
日
日
ま
で
の
一
週

間
は
、
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。
今
年
は
第
五
十
回
を
迎
え
ま
す
。

近
年
、
出
生
率
の
低
下
、
核
家
族
化
や
都
市
化
の
進
展
、
女
性

の
社
会
進
出
の
増
大
、
学
校
週
五
日
制
の
施
行
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
、
か
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

よ
り
よ

い
児
童
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う。

H 
富山市新総曲輪ト7(県庁内) 三
宮 (0764)3ト4111附 =
3ト3131(県民相談電話)=

高岡地方県民相談室 高司市赤祖父211(総合庁舎内) 三
fi(0766) 2ト9411附 =
魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)=

fi(0765)24-5311間 三
砺波市幸町ト7(総合庁舎内) = 
fi (0763) 33-5151杭;) = 

・物価ダイヤル = 
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ =

さい。 fi(日120)16-74凹(県庁県民生活課内) = 
・消費生活については E 
消費生活センター

富山市安住町7-18安住町第一生命ビル内 = 
〈一般相談は) 包 (0764)32-9233 = 
〈金融相談は) fi (0764) 32-3252 = 
消費生活センタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1本丸会館内 包 (0766)25-2777 = 
・交通事畝については = 
富山県交通事故相談所東別館 l階 = 
包 (0764)3ト4111 内4400
・相談 110番 E 
家庭問題・悪質商法・覧せい剤など、どんな相談にも応 =

じます。 ヨニ ワルイヒトナシ E 
fi (0764) 4 2 -0 1 1 0 = 
・シルバー110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総合 =

相談センター

富山市舟橋南町5-14 社会福祉会館内 = 
宮 (0764) 4 1 -4 1 1 0 
・よい子の育児電話相談
子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんなこと =

でもお気軽にお電話ください。

宮 (0764) 3 3 -4 1 5 0 (県庁生涯学習室内) :: 

H 

H 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・テレビのをi=
頭献血案内等でご確認下さい。

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日及び第E・第4日曜日も =
問所し(祝祭日除く)、献血を受け付けています。 =

(受付時間9:00-16 : ~5) 富山市飯野 26-1 TEL (0764) 5卜日55= 
。マリエとやま6階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日(マリ工休 =
館日を除く)献血を受け付けています。 =
(受付時間10日0-18:00 成分献血は17:30まで) 白

みなさんの相談窓口} 
・県政について

県 民相 談 室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一-

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
ヘ

-
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
引
日
で
す

自
動
車
税
は
、
4
月
ー
日
現
在
、
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

} 
見て、聞いて、ご意見をお寄せください0

・テレビ広報

・チューリップテレビ 毎週土曜日 AM7: 00-7 : 15 
「ふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9 : 00-9・30
'112万人のひろばークイズ/フォーカス ・イン」
・北日本放送毎週日曜日 AM 11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県で、す」

5/5 広げよう看護の心
5/12 たくましく魅力ある農業
5/19 我がまちふるさと自慢②
5/26 進む防災対策
・ラジオ広報
.FMとやま「ふれあいホットライン」
県内各地からホットな話題をクリアなサウンド

でおとどけします。

毎週月~金曜日 AM 9 : 50-9 : 55 
・新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第己最終土曜日

「県からのお知らせ」

県からのホットニュース

~井波町~

日 曜日 献血場所 時間

l土 J円富山駅前 1 0 : OO~ 16 : 30 

2 日
J円 富山駅月リ 旧日日~16: 30 

J円高岡駅削 1 0 : OO~ 16 : 00 

15 土 富山アピタ前 1 0 : OO~ 16 : 30 

16 日 富山西武デパー ト別 1 0 : OO~ 16 : 30 

20 木 iL山町役場別 12 : 3o~ 16 : 00 

25 火 入善町役場別 12 : 3o~ 1 6 : 00 

26 水 上市町役場前 9 : 30~ 12 : 00 

29 土 J円富山駅前 旧 OO~16 : 30 

30 日 富山中央通り 10 : OO~ 1 6 : 30 

T26月街頭献血日程
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圃ム ~ 

電
子
レ
ン
ジ

Q
ρ
a
A

魁

電
子
レ
ン
ジ
で
食
品
が
温
ま
る
の
は
、

し
よ
う
か
。

ど
ん
な
原
理
な
の
で

ー
ー
;

電
子
レ
ン
ジ
で
は
、
食
品
を
過
熱
す
る
た
め
に
電
磁
波
が
使
わ

一
A
一一
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
電
磁
波
が
食
品
の
内
部
を
通
過
す
る
時
に
、

l
l
U
食
品
に
含
ま
れ
る
水
分
が
発
熱
す
る
た
め
、
火
を
使
わ
な
く
て
も

食
品
が
温
ま
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
食
品
の
内
部
が
過
熱
さ
れ
る
た

め
、
卵
の
よ
う
に
殻
に
覆
わ
れ
た
も
の
や
、
卵
の
黄
身
の
よ
う
に
表

面
に
皮
膜
が
あ
る
も
の
は
、
内
部
が
膨
張
し
て
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

|
|
L
電
子
レ
ン
ジ
の
電
磁
波
は、

人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ

一

A
孟
れ
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
使
用
で
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ー
ー
じ
た
、
過
熱
中
に
扉
を
開
け
て
し
ま

っ
た
時
に
は
、
電
磁
波
を
止
め

る
ス
イ

ッ
チ
が
扉
に
つ
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
扉
の
透
き
間
に
物

が
挟
ま

っ
た
ま
ま
作
動
す
る
と
、
電
磁
波
が
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
扉
を
開
け
て
も
電
磁
波
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
り
、
古
く
な

っ

て
扉
に
が
た
つ
き
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
修
理
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ご
は
ん
は
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
で
保
温
す
る
の
と
、
電
子
レ
ン
ジ

で
温
め
直
す
の
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
お
い
し
い
の
で
す
か
。

I
l
l
・

も
ち
ろ
ん
炊
飯
直
後
が

一
番
お
い
し
い
の
で
す
が
、
朝
炊
い
た

一
A
一一
分
を
夜
食
べ
る
な
ら
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
で
保
温
保
存
す
る
よ
り
、
室

f
l
U温
か
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
お
い
た
も
の
を、

電
子
レ
ン
ジ
で
温
め

直
し
た
方
が
お
い
し
い
で
す
。
保
温
し
て
保
存
す
る
と、

に
お
い
や

色
な
ど
が
悪
く
な
り
ま
す
が
、
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
直
し
た
も
の
は
、

そ
う
い

っ
た
こ
と
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話

0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話

0
7
6
6
(お
)
2
7
7
7

る

江

絢

戸

の

城
端
神
明
宮
例
祭

(
白
)
内
叫
U
円
〆
』
門
ペ
U
門
ペ

u
、

欄

絵

巻
(
城
端
町
)
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-----ー〉一一
静集後令

子
供
の
頃
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ホ
ラ
l
コ

ミ
ッ
ク
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。『
う
し
ろ
の
百

太
郎
」
や

『
亡
霊
学
級
』
と
い

っ
た
、
つ
の

だ
じ
ろ
う
氏
の
一
連
の
作
品
な
ど
は
、
身

の
毛
が
よ
だ
っ
と
い
う
形
容
が
ピ

ッ
タ
リ

で、

読
ん
だ
日
の
夜
は
決
ま
っ
て
ト
イ
レ

に
行
け
な
か

っ
た
も
の
だ
。

一
方
、
本
県

出
身
の
今
市
子
さ
ん
の
作
品
に
出
て
く
る

の
は
、
ご
本
人
の
狙
い
ど
お
り
P

身
近
な
d

妖
怪
た
ち
。

た
だ
、
い
く
ら
身
近
で
も
、
そ
ん
な
の
が
側
に
ウ
ヨ
ウ
ヨ

し
て
た
ら
・
:
や
っ
ぱ
り
困
る
。
(
K
)

今
月
号
か
ら

「
ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
』
か
ら

『
と
や

ま
の
祭
事
記
』
へ
め
で
た
く

(
7
)

コ
ン
バ
ー
ト
さ
れ
ま

し
た
。
『
み
で
あ
る
記
」
の
取
材
で
は
皆
様
方
に
快
く
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
も
は
っ
き
り
と
お
一
人
お
一
人
の
表
情
を
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
き
て

『祭
事
記
』
で
は
、
華
麗
な
文
章

で
な
ら
し
た
前
任
者
Y
君
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。
(A
♂
)

悪
夢
の
よ
う
な
雪
ま
み
れ
の
日
々
が
嘘
の
よ
う
に
暖
か

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
新
し
く
お
仲
間
に

入
れ
て
い
た
だ
い
た

A
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
初
め
て
取

材
な
る
も
の
を
経
験
し
た
わ
け
で
す
が
、
大
き
な
カ
メ
ラ

を
首
か
ら
さ
げ
て
撮
る
姿
。
ん
:
・
ち
ょ

っ
ぴ
り
滑
稽
と
自

分
な
が
ら
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
わ
た
く
し
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
(A
♀
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 
センチ)でプレゼントします。希望される
方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込
みください。平成8年6月24日消印有効です。

富

山

県

広

報

課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

5
月
号
係
あ
て

固囚
凹
司凶司凶門
U

年
齢

氏
名
住
所
電
話
本
誌
を
読
ん
だ
感
想

毎
年
五
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
城
端
神
明
宮
の
春
祭
り
は

祭
り
』
と
し
て
知
ら
れ
、
当
日
は
絢
燭
豪
華
な
曳
山
行
列
が
展
開
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
祭
礼
形
式
を
今
に
伝
え
る
こ
の
祭
り
で
は
、
悪
霊
を
鎮
め

る
と
い
う
獅
子
舞
や
山
車
の
上
に
剣
を
立
て
流
し
旗
を
は
た
め
か
せ
た

け
ん
ぽ
こ

剣
鉾
、
大
き
な
傘
の
上
に
飾
り
を
つ
け
、
神
を
迎
え
る
と
い
う
傘
鉾
が

み
こ

し

御
輿
を
先
導
。
続
い
て
、
江
戸
吉
原
の
料
亭
な
ど
を
模
し
た
庵
屋
台
や
ご

神
像
が
安
置
さ
れ
た
豪
華
な
曳
山
が
町
を
練
り
回
る
。
庵
屋
台
と
曳
山
が

一
緒
に
ま
わ
る
の
は
、
全
国
的
に
も
大
変
珍
し
い
と
い
う
。

六
つ
の
町
か
ら
一
台
ず
つ
出
さ
れ
る
曳
山
に
は
、
綴
密
な
彫
刻
や
金
色

の
華
や
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
観
衆
の
目
を
引
き
つ
け
る
。
高
さ

約
六
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
七
ト
ン
近
く
あ
り

『ギ
ュ

l
、
ギ
ュ

l
』
と
車
輪

を
執
ま
せ
な
が
ら
進
む
曳
山
が
、
西
横
町
や
出
丸
の
坂
で
向
き
を
変
え
る

勇
壮
な
姿
が
見
所
。
庵
屋
台
の
中
で
は
、
若
連
中
が
三
味
線
や
太
鼓
、
笛

み
や
び

を
奏
で
、
雅
や
か
な
調
べ
が
町
に
流
れ
る
。

あ
た
り
に
夜
の
帳
が
降
り
始
め
る
頃
、
曳
山
や
庵
屋
台
に
灯
、が
と
も
る

ち
ょ
う
ち
ん

と
、
祭
り
は
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
あ
ち
こ
ち
に
つ
け
た
堤
灯
の

ほ
の
か
な
明
か
り
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
彫
刻
の
陰
影
が
、
昼
間
と
は
異
な

『城
端
曳
山

っ
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

こ
の
祭
り
は
、

一
六
八
五
年
の
城
端
神
明
宮
再
建
の
折
に
始
ま
っ
た
。

初
め
の
頃
は
獅
子
舞
や
傘
鉾
が
御
輿
を
先
導
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
曳

山
は
一
七
二
四
年
か
ら
練
り
因
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
末
期
に
か
け
て
曳
山
は
豪
華
さ
を
重
ね
て
き
た
。

雅
や
か
な
調
べ
と
曳
山
の
執
む
音
が
、
門
前
町
の
面
影
が
残
る
越
中
の

小
京
都
城
端
町
の
春
を
彩
る
。



21世紀に向けて、花と緑のある豊

かな暮らしの創造をめざす花と緑

のエキスポ「とやま緑化祭」。花の

見頃にあわせて開催する 6つの会

場が、皆様のご来場をお待ちして

います。

‘ ，司

のエキスポ
会場をリレーして

.. ~ 

平
成

8
年
5
月
号

県
広
報
と
や
ま

6/15②，..._7/11⑧ 
県民公園太閤山ランド会場・'96太閤山あじさい祭り
。小杉町黒河

O開場/ 9 : 00""" 1 7 : 00 
0入場料/無料

‘h 

T 

園田.. 哩圃圃盤盤翠語

6子21~，..._6/30⑮

県民公園頼成の森会場
.'96頼成の森花しょうぶ祭り
@砺波市頼成

。開場/9: 00"""17 

0入場料/無料

4/2.6⑧，..._，6/14⑧ 
富山県中央植物園会場
・富山県中央植物園オープニングフェスティパル
O婦中町上轡田
。開場/ 9 : 00""" 17 : 00 

。入場料/大人 600円、小 ・中学生 300円

.台

重
金

4/20②~'5え6⑨
~..........._.1 

砺波チューリップ公園会場
.'96となみチューリップフェア
。砺波市花園町

。開場/ 8 : 00""" 18 : 00 

ただし 4/Z0(却は、 9: 30""" 18 : 00 

。入場料/大人 700円、小・中学生 300円

企
画
発
行

富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
由
輪
1
1
7

~ 

8/10②，..._8/31⑧ 
.'96となみカンナフェスティパル
O砺波市花園町
。開場/ 9 : 00""" 17 : 00 

0入場料/無料

。。7/12⑧，..._9/1⑮ 
高岡おとぎの森公園会場
。高岡市佐野・上黒因

。前売入場券発売中

。開場/ 9:30"""17:30(ただし 8月|日同"""7日附

および8月14日附"""18日(日)は9:30""" 19:00) 

夢とメルヘンのパピリオン
「おとぎの森館」

巨大な花やぐらがシンボルの 「花のまちJ、2000坪
の本丸広場は花のユートピア

7/12⑥，..._9/1⑮ 

.2つのメイン会場(高岡古城公園、高岡おとぎの
森公園)の共通券となっています。

.メイン会場前売入場券をご提示いただくと、砺

波チューリップ公園会場及び富山県中央植物園会

場の入場料(上記)が割引になります。

.メイン会場前売入場券のお求めは、町内会、主な

旅行代理広、 JR、プレイガイ ドなどでどうぞ。

高岡古城公園会場
。高岡市古城

。前売入場券発売中

。開場/ 9: 30""" 17 : 30 

(ただし 8月|日同"""7日同および8月

14日附"""18日(日)は9:30""" 19:00) 

告
別

1
3
1
3
1

(県
民
相
談
電
話
)

F
A
X

M
1
3
3
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス

印
刷

側
チ
ユ
|
工
ツ 第四回全国都市緑化とやまフェア

彩りとやま緑化祭'96
ま舌7びど二て6:じ

花ある人を育てる緑

1⑮ 135 
日日間

お問い合わせ先/第13回全国都市緑化とやまフェア実行委員会
干 933富山県高岡市本丸町7-1 (本丸会館内)fi (0766) 25-1510 困(0766)23-8665 

県下6
開催中/

9月22Z24月 20~ 砂


